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十お Id4kri(q,p十 k;k,p十q)AB(k)S-(p十 k) (3)
r31'p･q;q,p)--^十志 Id4krm ,p十 q;q,p･k,AB'k'S-'p･k)




























































により決定される｡但 しE(p)はハー トリー ･フォツク分散である｡(18)に於いて AHF及びA*
はそれぞれ無摂動,摂動ス ト-ナ一 ･ギャップを表 してお り,Re∑_のカッコ内の』串は自己エ
ネルギーのA*依存性を明確にするために用いられている.A*は(18)に於いてp-0,p｡-A串と
置いて求められる｡すなわち






















































構成 される｡ス ト-ナ-励起は比較的高エネルギー ･運動量領域に分布 してお り,完全強磁性
のようにス ト-ナ一 ･ギャップの大きい状態でのくりこみ効果はほとんどスピンの集団運動部
分に依存 している｡
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